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岡村 一弘

記者懇談会を開催
報道6社に現況と今後の方針を説明

生コンクリート記念日

（11月15日、裏面参照）

11月 4日(木)、当協組会議室において

「記者懇談会」を開催致しました。 

 本懇談会は当協組の出荷動向や市況動

向、各種課題への取り組み状況について、

報道各社への発信と意思疎通を図るため、

従前は年 2 回程度の頻度で開催しており

ましたが、新型コロナウイルスの影響も有

り、一昨年 10月以降は開催を見合わせて

おりました。 

 今回、以下の報道 6 社を対象に各社の

記者に出席頂き、理事長を始め当協組の

執行部が対応しております。 
 

【対象報道各社】(順不同)   

①日本経済新聞社 ②セメント新聞社 ③

コンクリート新聞社 ④日刊建設通信新聞

社 ⑤日刊建設工業新聞社 ⑥建通新聞

社 
 

【懇談会の概要】 

  冒頭、斎藤理事長からの挨拶に続き、

以下の各項目についての説明を行ってお

ります。(以下、3 については斎藤理事長

より、その他については西森副理事長より

説明) 

1、生コン価格等の値上げ実施について 

(1)生コン価格の値上げ(２０２０年４  

月 1日以降の引合受付分より) 

(2)祝祭日出荷割増料金及びキャンセ

ル料の改定(2020年 4月 1日出荷

分より) 

 

 

 

 

 

(3)戻りコン有償化における取消料の

改定(2020 年 4 月 1 日出荷分よ

り) 

2、生コン価格等の値上げに関する現状に

ついて 

3、次期生コン価格(2022年度価格)につ

いて 

4、低炭素型コンクリートの対応につい 

て 

5、2021年度の需要動向について 

6、アジデータ車の保有台数の直近推移 

について 

7、残コン・戻りコンの発生状況について 

8、キャンセル関係の発生状況について 

 

  当方からの説明終了後、各社の記者か

ら活発な質問が寄せられました。特に前述

3 の「次期生コン価格」については、前回

(2020年4月)の値上げ実施以降も原材

料費、輸送費、産廃処理費等の高騰によ

り組合員各社の経営が圧迫されているこ

とを当方より丁寧に説明し、「今後のコスト

アップの動向を見極め、2022 年度期中

での生コン価格の改定実施」を視野に入

れ、「改定額は前回の値上げ幅(1,000 円

/㎥)を大幅に上回ることを検討している」

旨の回答をしております。出席された各新

聞社の紙面に既に本主旨に沿った記事が

掲載され始めており、有益な質疑応答の

機会を得ることができました。 

 今後もこの「記者懇談会」は一定の頻度

で継続開催をして参りたいと思います。 

令和３年９月の臨時総会において理

事に就任致しました、横山産業株式会

社の岡村一弘です。 

 東京地区生コンクリート協同組合の

一員として微力ながら協組活動に取り

組んで参る所存ですので宜しくお願

い致します。 
 

 簡単に自己紹介させて頂きますと、

私は今年６９歳となります。今から４６

年前の昭和５０年に小野田系の専業

社である朝日生コンに入社し、１年間

試験課に在籍しました。その後に子会

社の販売店で２年間販売店営業とし

てデリバリ、現場立合いなどを経験し

て、昭和５３年４月にメーカーの営業と

して埼玉中央生コン協同組合に出向

しました。 

 埼中協組へ出向中の昭和５５年に朝

日生コンが城北小野田レミコンの営業

権を取得したため、当時の上司と二人

で２工場を担当しました。その後平成

１３年４月に城北小野田レミコンが上

陽グループになり同年１０月に城北小

野田レミコンが朝日生コンを吸収し朝

日生コンが閉鎖したため、上陽レミコ

ン朝霞工場の担当として引き続き埼

中協組に出向し、平成２６年１２月ま

で、約３６年間従事しました。 

 上陽レミコンを退社後は、一時期骨

材業界に行きましたが、横山産業に縁

があり、この業界に戻ってきました。令

和２年５月からは、埼中協組の副理事

長に選任頂き活動しております。 

専業社と直系社の営業を経験し、

組織の在り方などいろいろと勉強にな

ることがありました。東京協組は直系

工場の組合員が多く、埼中協組は

90％以上が専業工場の集まりの為協

組運営に違いがありますが、少しでも

今まで培った経験が活かせればと思

っています。 
 

 ところで、話は変わりますが、私の一

番の趣味はゴルフになります。学生時

代にクラブを握り始めて以来５０数

年、現在に至るまで続けております。

当時はウッドといえばパーシモンにス

チールシャフト、スパイクは鋲タイプだ

ったことを懐かしく思います。一番元

気の良いときに比べドライバーの平均

飛距離は、さすがに年齢と共に落ちて

きましたが、何とかティーショットで

210 ヤードを確保しショットと寄せで、

まだまだ若い人には負けない気持ち

で頑張っており、いまではエイジシュ

ートを大きな目標としております。 

 ゴルフ界では最近若いツアープレイ

ヤーの活躍が目立ちますが、そこには

必ず周りの人々への感謝の気持ちが

述べられます。励まし合うことで、気持

ちが落ち着き、やがてプレーにも良い

影響が現れます。私は理事としてまだ

まだ新人ですが、組合員にとって良い

同伴競技者になれるようゴルフ共々精

進して参りたいと思いますので、今後

ともどうぞ宜しくお願い申し上げます。 

（横山産業株式会社取締役）  
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 生コンクリートの納入時に事故が発生

した場合には、当事者や生コン工場の

みならず現場や周辺の方にまで影響が

及ぶ可能性があり、事故の予防は協組

活動における重要な職務と考えていま

す。 

今般、直近の 5 年間において組合員工

場から報告のあった、生コンクリート納

入の際に発生した事故や事故に繋がり

かねない事例について取りまとめました

（要点としては、下記の 6項目）。 

⚫ ポンプ車ホッパーからの飛散 

⚫ 運転手以外のドラムレバーの 

誤操作 

⚫ 不十分な荷卸し環境（洗い場 

不足） 

⚫ 現場上部からの落下物 

⚫ 接触事故 

⚫ 運転手の不注意（発進・停車時） 

事故については再度組合員工場に周知

徹底をいたしますが、一方で、工場で対

応できない事例もいくつかありました。 

そこで、営業部および技術部の連名に

よる需要家向け文書を 10 月 25 日付

けで作成し、登録販売店に送信するとと

もに協組 HP に掲載致しました。また、

11月 16日に開催した登録販売店会議

においても議題として取り上げ、説明い

たしました。 

現場における事故防止の一助になる

ことを祈念しています。 

 

生コンクリート記念日
今更何をとのお叱りを覚悟で紹介させ

ていただきますと、11月15日は「生コンク

リート記念日」です。昭和24年に磐城コ

ンクリート工業（株）業平橋工場（現東京

エスオーシー（株））が我が国で初めて生

コンを出荷した記念すべき日に当たりま

す。現在は東京スカイツリーの敷地の一

角に本紙表面イラストにあるコンクリート

製の記念碑が建立され、往時を偲ばせ

てくれます。

東京生協ニュ－ス：

わが社のイメージアップ

生コンクリート納入時に

おける安全について

２０２１年度 年末年始休業日一覧
　　　　　　　　月　　日 　　　　　　　　月　　日

25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8

　　工　場　名 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 　　工　場　名 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

植木生コン × × × × × × × × × × × 桐生レミコン × × × × × × × × ×

城北小野田レミコン × × × × × × × × × × × 内山アドバンス　城南 × × × × × × × × × × ×

豊川興業 × × × × × × × × 関東宇部コンクリート工業　大井 × × × × × × × × × × ×

横山産業　川口 × × × × × × × × 東京湾岸産業 × × × × × × × × ×

関東コンクリート × × × × × × × × × × 宮松エスオーシー　りんかい × × × × × × × ×

八洲コンクリート × × × × × × × × × 川崎徳山生コンクリート × × × × × × × × × × ×

内山アドバンス　草加 × × × × × × × × × × × 神奈川菱光コンクリート × × × × × × × × × × ×

日立コンクリート　戸田橋 × × × × × × × × × × × × 第一コンクリート × × × × × × × × × × × ×

埼玉エスオーシー　戸田 × × × × × × × × × × × × 川崎宇部生コンクリート × × × × × × × × ×

柳下生ｺﾝ × × × × × × × × × 内山アドバンス　川崎 × × × × × × × × × × ×

横山産業　大和 × × × × × × × × × 神奈川秩父レミコン × × × × × × × ×

芹澤建材 × × × × × × × 溝口瀬谷レミコン × × × × × × × ×

東京コンクリート　久留米 × × × × × × × × × × × 多　　摩 × × × × × × × × × × ×

三多摩ｱｻﾉコンクリート × × × × × × × × × × 大　　角 × × × × × × × × ×

宍戸コンクリート工業 × × × × × × × × × × 関東宇部コンクリート工業　溝の口 × × × × × × × × × ×

むさしの生コン × × × × × × × × × × 宮松エスオーシー　川崎 × × × × × × × ×

武蔵菱光コンクリート × × × × × × × × × × × × 日本強力コンクリート工業 × × × × × × × × × × ×

内山コンクリート工業 × × × × × × × × × × × 東京トクヤマコンクリート × × × × × × × × × × × ×

東京菱光コンクリート × × × × × × × × × × × × 関東宇部コンクリート工業　豊洲 × × × × × × × × × × × ×

東京エスオーシー　芝浦 × × × × × × × × × × × × 吉田建材　若洲 × × × × × × × ×

関東宇部コンクリート工業　品川 × × × × × × × × × × × 吉建エスオーシー　新砂 × × × × × × × ×

青木コンクリート × × × × × × × × 上陽レミコン　東京 × × × × × × × × × × × ×

井口生コンクリート工業 × × × × × × × × × × 東京コンクリート　砂町 × × × × × × × × × × ×

河島コンクリート工業 × × × × × × 東京エスオーシー　業平橋 × × × × × × × × × × × ×

鈴木コンクリート工業 × × × × × × × × 内山アドバンス　第二 × × × × × × × × × × ×

大功コンクリート工業 × × × × × × × × 内山アドバンス　第一 × × × × × × × × × × ×

トウザキ × × × × × × × × × 関東宇部コンクリート工業　浦安 × × × × × × × × × × × ×

協組事務局 × × × × × × × × × × 市川  菱光 × × × × × × × × × × ×

東京エスオーシー　市川 × × × × × × × × × ×

船橋レミコン × × × × × × × ×

日立コンクリート　新砂 × × × × × × × ×

松戸生コンクリート × × × × × × × × × ×

12月 1月 12月 1月

武蔵菱光コンクリート株式会社は、

昭和３８年より現在地において東菱光

コンクリート工業株式会社調布工場と

して操業を開始いたしました。昭和６１

年に現在の武蔵菱光コンクリート株式

会社となって３５年、この地で５８年製

造業を営んでいます。操業当初は、周

りは田んぼで何もなかったそうです。

甲州街道の道は砂利道で四谷まで納

入でき、行くまでに信号は２コしかな

かった、など先輩方が話してくれまし

た。今見渡せば周りはマンションに囲

まれ道路も良くなり、交通量も多く、と

ても四谷まで製品を届けることは想像

も出来ませんが、そんな工場に昭和３

８年からの建物がまだあります。事務

所と今は使っていない宿舎棟です。 

残念ながらリノベーションして再利

用しようと思えるようなお洒落な建物

ではありません。また、宿舎棟はお化

け屋敷のようで中に入ると穴の開いた

木の廊下、共同流し台と 4 人共同部

屋がいくつもあります。その中の一部

屋にランボルギーニカウンタック LP４

００やアグネス・ラムのポスター、壁に

プラスチックの歯ブラシ立てがあって

昭和感に懐かしく、諸先輩方の活気の

ある頃に思いを巡らせます。しかし、

安全面から事務所の建替えと宿舎棟

の解体が決定しています。次に、これ 

 

も昭和３８年より改修を繰り返して現

在の形となっていますが、洗車場設備

の新設工事の計画を練っています。そ

の後にプラントのＳＢと最新の設備に

変更して行きたい。また、使用セメント

の種類を増やせるようにするためにセ

メントサイロの配管分離改修を年末に

実施します。セメントサイロの５基を独

立させて５種類の材料を受入出来る

ように変更します。これまでセメントサ

イロ３基が１系統に集約されていたた

めに、３種類の受入が限界でした。生

コンクリート製造は地域性が出ます

が、これから多種多様化な生コンクリ

ートが求められています。それを実現

して顧客のニーズに対する製品を安

定供給し、顧客満足度を高めていきた

いと考えています。 

冒頭でふれたようにマンションに囲

まれているため、５Ｓ活動、ロードスイ

パーなどで工場内清掃を実施してい

ます。整理整頓された安全でより良い

職場を目標とし、さらに設備の維持管

理、改修によって製品の多様化対応

できる工場。安定供給と品質の信頼さ

れる工場となれるように日々精進し

て、今後も諸先輩方が守ってきたこの

工場を社員一丸となって守っていきた

いと考えています。 


